
令和３年度 BIMを活用した建築生産・維持管理

プロセス円滑化モデル事業（継続事業）
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BIM受渡

BIMに限らない
データ受渡

※着色部分が検証対象

【業務内容】

【データ受渡】
※着色部分が検証対象
※記載文字は実施主体を示す

BIM作成・活用

検証・課題分析等の全体概要

分析する課題 応 募 者 の 概 要

検証の対象

プロジェクト概要

BIMを活用した不動産プラットフォームの構築による
既存オフィスビルの施設維持管理の高度化と生産性向上

・修繕工事企画・実施・完了から固定資産計上までのワークフローの各段階において、
情報集約・作成業務量削減 20％

・修繕履歴DBを活用し、中長期修繕計画立案の業務フロー改善による業務量削減 20％

・テナント情報、エネルギー管理情報等をBIM上で活用することにより、現況把握ワーク
フローの改善による履歴管理機能向上による業務量削減 20％

BIM情報を持たない築24年の既存ビルにおいて、クラウド化した不動産管
理システムとこれと連携するBIMを導入することで、施設維持管理の高度
化と生産性向上に取り組み、施設全体の長寿命化とWholeLIfecost（※）
の最適化を図ることを目的とする。維持管理段階におけるBIMの活用方策
についてその有用性に関して検証をおこない、既存ビルにおいてBIMの利
用拡大に寄与する。

（※）LCCに替わる新しい考え方で、企業帆保有する不動産資産の一生涯
にかかる支出と収入の管理・評価を行い、資産の価値向上取組も併せて
評価する国際的概念

・修繕工事における図面情報の共有化と履歴管理の方法について、クラウド化した管理
システムとBIM情報の連動の範囲と密度の度合

・BIMを活用したプラットフォームを構築することで資産管理データ（工事実績情報）と
BIM上の情報をどのように連動させるかという課題

・中長期修繕計画策定において、劣化調査から整備計画策定、工事実施までの業務での
関係者間で共有するデータの量と質の設定

・入居者情報、エネルギー情報とBIMを連携させる場合の情報の量と質の設定

東京オペラシティビル株式会社
プロパティデータバンク株式会社
令和２～３年度内
維持管理者・その他（ｼｽﾃﾑ開発）

維持管理
これからBIMを活用

複合施設（事務所、店舗等
地上54階地下４階塔屋２階
約242,500㎡
SRC

標準ワークフローのパターン：②

設計）

維持管理
維持管理BIM活用

ライフサイクル コンサルティング

企画
基本計画

維持管理BIM作成

管理業務確認・図面確認

東京オペラシティビル東京オペラシティビル

施工

東京オペラシティビル株式会社
プロパティデータバンク株式会社

プロパティデータ
バンク プロパティデータ

バンク

不動産管理DB活用
連携システム活用

不動産管理DB
不動産管理DB

不動産管理DB構築
連携システム構築

２次元図面

管理情報



令和３年度 BIMを活用した建築生産・維持管理

プロセス円滑化モデル事業（継続事業）

テナント情報
契約主体
契約内容
契約期間
契約区画
債権情報
不随設備
営業情報

BEMS
エネルギー情報
光熱用水費情報

会計
・商業売上情報
・エネルギー使用量検針情報
・請求送金情報/勘定費目情報
・オーナー持ち分按分比率情報日別・時間別連携

（リアルタイム） 月別連携
（適宜連携）

区画情報
空間位置
面積
利用者
利用内容

設備部位情報
設備名称区分
設置位置

対象区画テナント
設置期間
仕様・要領
管理履歴
更新履歴

工事情報
名称内容
箇所位置
経費金額
資本的支出
実施時期
実施理由

エネルギー情報
名称内容
箇所位置
消費量累計

基幹業務遂行

BIM/3次元
施設・設備・区画情報
空間情報

3次元による可視化
および確認

BIMを活用した不動産プラットフォームの構築による
既存オフィスビルの施設維持管理の高度化と生産性向上

※不動産情報プラットフォームの構築（クラウド）

【BIMと連携した不動産情報プラットフォーム構築の効果】
BIM、BEMS、管理情報などすべての不動産情報を集約し会計システムとの円滑な連携をはかることで、高度な維持管理と可能な
限り自動化をはかることで生産性向上に取り組む
最終的な目的は以下である

●施設維持管理の高度化と生産性向上の両面を改善
●施設全体の長寿命化とWhole Life cost最適化

【本事業の特色】
○BIM情報を持たない既存（築24年）の大型複合施設「オペラシティビル」を対象としている
（オーナーはNTT都市開発、日本生命保険、ジャパンリアルエステイト投資法人等 ８者）
○生産工程上流から引き継ぐのではなく、竣工後の維持管理を長期に担う者の立場からBIMの必要性を試行する取組である
○維持管理者の生産性向上のみならず、オーナーの資産管理業務（会計処理含む）に対しての効率化も念頭にBIMを構築する

⇒不動産マーケットの大部分を占める既存ビル（中小含め）のオーナーへの訴求効果が高い

オペラシティビル外観

空調機、FCU.、電気メー
タなどのIOT機器個別使

用料管理
リアルタイム連携

新国立劇場との共有ギャレリア

サンクンガーデンに面する商業施設

東京オペラシティビル株式会社
プロパティデータバンク株式会社


